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§１．研究成果の概要 

１．Enskog-Vlasov 方程式を用いた多成分系の非平衡蒸発・凝縮問題の解析 

多成分系に拡張した Enskog-Vlasov 方程式を用いて、異なる温度を持つ二液膜問題について

数値解析を行った。液膜に接している気体は凝縮性気体（蒸気）分子と非凝縮性気体分子から構

成されている混合気体である。この解析の結果、蒸発界面・凝縮界面どちらにおいても、気体中の

非凝縮性気体の分子数が多くなるほど、凝縮性気体分子の蒸発確率や凝縮確率を表す蒸発係

数および凝縮係数の値が小さくなった。また、気体単成分系の場合と同様に、これら係数の値は温

度の関数であることを確認した 1)。 

 

２．分子動力学法を用いた多成分系の非平衡蒸発問題の解析 

凝縮性気体と非凝縮性気体からなる混合気体に接した液体の蒸発現象について、非平衡分子

動力学解析を行った。その結果、前述の１で示した研究結果と同様に、気体中の非凝縮性気体の

分子数が多くなるほど、凝縮性気体の蒸発係数の値が小さくなることを確認した。また、気液界面

近傍領域の分子群の振る舞いを解析することで、気体分子間衝突が蒸発係数の値を減少させる

要因となることが明らかとなった。更に、この分子動力学計算結果より、Enskog-Vlasov 方程式解析

の検証を行うことができた 2)。 

  

３．Enskog-Vlasov 方程式解析や分子動力学解析を用いた非平衡気液界面物理現象の解明 

１や２で構築した計算手法や知見を基に、様々な非平衡気液界面物理現象の解析を行った。本

年度は (i)混合気体を挟んだ高速液膜衝突問題に関する数値解析（Enskog-Vlasov 方程式）、(ii)

壁と液体に挟まれた希薄気体の Couette 流れに関する数値解析 (分子動力学)、(iii) 気液界面を

急峻に加熱した際の蒸発現象に関する数値解析(分子動力学)、の研究を行った。 
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